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令和８年第１回伊是名村議会定例会は、３月１０日（火）～１３日（金）までの４日間で開催された。
本定例会に提案された議案は 36 件、うち同意４件です。一般質問には５名の議員が登壇し村政について質
問した。結果は次の通りです。

令和8年    第 1回伊是名村議会定例会 結果一覧

議案番号 件　　　名 議案等の内容 審議結果

議案第３号
令和７年度伊是名村一般会計補正予算

（第６号）
176,723 千円を減額し、総額を歳入歳出そ
れぞれ 3,823,957 千円とする。 原案可決

議案第4号
令和７年度伊是名村国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額の変更はないものとし、
歳出科目の金額の組替えのみとする。 原案可決

議案第５号
令和７年度伊是名村後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

800 千円を減額し、総額を歳入歳出それぞ
れ 14,430 千円とする。 原案可決

議案第６号
令和７年度伊是名村港湾整備事業特別
会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額の変更はないものとし、
歳出科目の金額の組替えのみとする。 原案可決

議案第７号
令和７年度伊是名村船舶運航事業特別
会計補正予算（第４号）

6,058 千円を減額し、総額を歳入歳出それ
ぞれ 525,135 千円とする。 原案可決

議案第８号
令和７年度伊是名村育英事業特別会計
補正予算（第１号）

2,692 千円を減額し、総額を歳入歳出それ
ぞれ 6,175 千円とする。 原案可決

議案第９号
令和７年度伊是名村簡易水道事業会計
補正予算（第４号）

（繰越明許費）
資本的支出（補助事業分）118,064 千円
資本的支出（単独事業分） 25,100 千円

原案可決

議案第10号
令和７年度伊是名村農業集落排水事業
会計補正予算（第３号）

（収益的収入及び支出）
収益的収入 2,230 千円追加し、
合計 71,311 千円とする。
収 益 的 支 出 2,914 千 円 減 額 し、 合 計
69,679 千円とする。

（資本的収入及び支出）
資 本 的 収 入 10,000 千 円 追 加 し、 合 計
84,900 千円とする。
資 本 的 支 出 10,000 千 円 追 加 し、 合 計
91,160 千円とする。

原案可決

議案第11号 令和８年度伊是名村一般会計予算 令和８年度予算総額　3,864,169 千円 原案可決

議案第12号
令和８年度　伊是名村国民健康保険特
別会計予算

令和８年度予算総額　243,990 千円 原案可決

議案第13号
令和８年度　伊是名村後期高齢者医療
特別会計予算

令和８年度予算総額　15,980 千円 原案可決

議案第14号
令和８年度　伊是名村港湾整備事業特
別会計予算

令和８年度予算総額　10,090 千円 原案可決

議案第15号
令和８年度　伊是名村船舶運航事業特
別会計予算

令和８年度予算総額　502,760 千円 原案可決

議案第16号
令和８年度　伊是名村育英事業特別会
計予算

令和８年度予算総額　9,185 千円 原案可決

議案第17号
令和８年度　伊是名村簡易水道事業会
計予算

（収益的収入及び支出）
簡易水道事業収益 148,228 千円
簡易水道事業費用 92,156 千円

（資本的収入及び支出）
資本的収入 123,901 千円
資本的支出 189,383 千円

原案可決
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議案第18号
令和 8 年度　伊是名村農業集落排水事
業会計予算

（収益的収入及び支出）
下水道事業収益 73,098 千円
下水道事業費用 72,862 千円

（資本的収入及び支出）
資本的収入 73,140 千円
資本的支出 79,973 千円

原案可決

議案第19号
工事請負契約の変更について

（定住促進住宅（諸見地区）1 号棟建設
工事）

工事請負契約金額の変更
元契約に対する変更増額：7,924,620 円
変更契約金額：80,476,000 円
( 株 ) 東江建設

原案可決

議案第20号 指定管理者の指定について
定住促進住宅伊是名 1 号棟の管理運営を行
わせる指定管理者の指定について、議会の
議決を必要とするため

原案可決

議案第21号
伊是名辺地に係る総合整備計画の変更
について

伊是名辺地総合整備計画において整備しよ
うとする公共施設に係る事業費の額、辺地
対策事業債の予定額変更の追加をするため

原案可決

議案第22号
伊是名村過疎地域持続的発展計画の変
更について

伊是名村過疎地域持続的発展計画において、
過疎対策に必要となる事業費の追加変更を
するため

原案可決

議案第23号
伊是名村過疎地域持続的発展計画（令
和 8 年度～令和 12 年度）の策定につ
いて

伊是名村過疎地域持続的発展計画の策定に
伴う沖縄県知事との協議を終えたため 原案可決

議案第24号
沖縄県消防通信指令施設運営協議会規
約の変更について

沖縄県消防通信指令施設運営協議会の事務
所の所在地を変更することに伴い、議会の
議決を必要とするため

原案可決

議案第25号 伊是名村犯罪被害者等支援条例
伊是名村における犯罪被害者等の支援に関
する基本理念等を定める必要があるため 原案可決

議案第26号
伊是名村火災予防条例及び伊是名村火入
れに関する条例の一部を改正する条例

林野火災の予防の実効性を高めることを目
的に林野火災注意報及び林野火災警報の的
確な発令について、消防庁の定める火災予
防条例 ( 例 ) の一部が改正されたため

原案可決

議案第27号
伊是名村定住促進住宅条例の一部を改
正する条例

定住促進住宅伊是名 1 号棟を伊是名村定住
促進住宅条例に施設の名称及び位置を定め
る必要があるため

原案可決

議案第28号
伊是名村乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例

子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準その他の認可の基準を定めるため、
伊是名村乳児等通園支援事業の設備、運営
等の基準に関する条例を制定する必要があ
るため

原案可決

議案第29号
伊是名村家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

児童福祉法等の一部を改正する法律の規定
に基づき、保育所等職員による虐待に関す
る通報義務の創設及び保育所等における満
3 歳児以上の児童に係る保育士・保育従事
者の配置基準（最低基準）を条例で定める
必要があるため

原案可決

議案第30号
伊是名村特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

子ども・子育て支援法第19条の改正に伴い、
伊是名村特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める条
例を改正する必要があるため

原案可決
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議案第31号
伊是名村放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準
等の一部改正に伴い、条例の一部を改正す
る必要があるため

原案可決

議案第32号
伊是名村個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正
する条例

行政手続きにおける特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律の規定に
基づき、医療費助成事務における特定個人
情報の追加及びシステム標準化に伴う「住
登外者宛名番号管理機能」の導入に際し、
当該事務をマイナンバーの独自利用事務と
して定める必要があるため

原案可決

議案第33号
伊是名村印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例

地方公共団体情報システムの標準化に伴い、
印鑑登録の運用を国の標準仕様書に適合さ
せるため条例の一部を改正する必要がある
ため

原案可決

報告第1号
専決処分の報告について

（工事請負契約の変更について）

契約の目的：伊是名東部地区 67 号農道橋
更新整備工事 (R7)( その 1)
元契約に対する変更金額：3,245,000 円
変更契約額：133,155,000 円
契約の相手方：（株）高宝建設

報告

同意第1号 監査委員の選任について 髙良 修 同意

同意第2号 教育委員会委員の任命について 神山 慎太朗 同意

同意第3号 教育委員会委員の任命について 宮城 義秀 同意

同意第4号
伊是名村固定資産評価審査委員会委員
の選任について

仲田 輝仁 同意

議会の動き
28日（火）　  令和８年度沖縄振興拡大会議
　　　　　　 沖縄県市町村自治会館（議長）

令和8年5月

1日（金）　  令和8年度教職員歓迎会
8日（金）　  令和8年度北部市町村議会議長会
　　　　　  第1回理事会・定例総会　名護球場

（エナジックスタジアム名護）
　　　　　  （議長・局長）

11日（月）　  広報委員会
19日（火）　  伊是名村商工会

　　　　　  第38回通常総会（議長）
20日（水）　  令和8年度伊是名村老人クラブ連合

会総会（議長）
21日（木）　  広報委員会
26日（火）　  令和8年度町村議会議長
　　　　　    ・副議長研修会
　　　　　    東京国際フォーラム（議長・副議長）

  令和8年3月

6日（金）　  議会運営委員会
7日（土）　  伊是名中学校卒業式（議長）

10日（火）　  第１回定例会（～3月13日(金)）
16日（月）　  沖縄やんばるDMOについて議員へ

の説明会
18日（水）　  伊是名小学校卒業式

令和8年4月

3日（金）　  令和８年度公事清明祭
　　　　　  国指定重要文化財「玉御殿」
8日（水）　  伊是名小学校入学式（議長）

　　　　　　 伊是名中学校入学式（議長）
15日（水）　  第９回伊是名村モズク拠点産地
　　　　　　 認定記念グラウンドゴルフ大会
　　　　　　 伊是名村臨海ふれあい公園
16日（木）　  北部地域の道路網の整備促進
　　　　　　 並びに離島架橋の早期実現に
　　　　　　 向けた決起大会　名護市民会館
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は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
園

及
び
園
舎
西
側
用
地
に
お
い
て

建
築
す
る
方
向
で
基
本
設
計
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実

施
設
計
、
施
設
建
設
工
事
及
び

外
構
工
事
等
の
費
用
合
計
額
が

10
億
６
，５
１
４
万
７
千
円
、
延

べ
床
面
積
が
１
，３
０
４
㎡
と
な

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
ま
し
て
、
国
庫
補
助
対
象
は

幼
稚
園
部
分
の
面
積
で
１
２
１
，

１
５
㎡
が
対
象
と
な
り
、
２
，

６
１
０
万
６
千
円
が
補
助
見
込
み

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

費
用
合
計
額
か
ら
補
助
見
込

み
額
を
差
し
引
い
た
10
億
３
，

９
０
４
万
１
千
円
が
村
負
担
額
と

な
り
ま
す
。
本
村
の
財
政
状
況
で

は
、
こ
れ
ほ
ど
の
裏
負
担
を
抱
え

て
事
業
を
進
捗
す
る
こ
と
は
困
難

を
極
め
、
他
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ

れ
、
基
本
設
計
に
お
け
る
整
備
計

画
を
見
直
し
て
、
現
伊
是
名
村
立

保
育
所
に
お
い
て
幼
保
連
携
型

の
認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
11
年
度
に

実
施
設
計
委
託
業
務
を
発
注
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
12
年

度
の
施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
た か

良
ら

　真
さ な い

伊 議員

Q1 駐車場アスファルト整備について
Q2 ビーチ利用マナー看板設置について
Q3 サトウキビ圃場について
Q4 教育文化施設改築計画の進捗状況について
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Q1 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
、

各
字
公
民
館
を
活
用
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
村
が
実
施
す
る
選

挙
に
比
べ
、
国
政
や
県
の
選
挙
で

は
投
票
率
が
下
が
る
傾
向
が
あ

り
、
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
交

通
の
不
便
さ
が
投
票
率
低
下
の
一

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
期

日
前
投
票
の
期
間
中
に
各
字
公
民

館
を
一
回
ず
つ
、
投
票
所
と
し
て

活
用
を
し
て
み
て
は
と
思
い
ま
す

が
、
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

A 
奥
間 

守 

村
長

　
　

 
期
日
前
投
票
所
と
し
て
各

字
の
公
民
館
を
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
で
す
が
、
公
職
選
挙
法
第

39
条
に
よ
り
、
投
票
所
は
市
役
所

や
町
村
役
場
、
ま
た
は
選
挙
管
理

委
員
会
が
指
定
し
た
場
所
に
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

民
館
を
一
回
ず
つ
期
日
前
投
票
所

と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
判
断
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
従
来
の
期
日

前
投
票
所
も
引
き
続
き
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
結
果
と
し
て

２
カ
所
の
投
票
所
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
投

票
管
理
者
や
立
会
人
、
事
務
従
事

者
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る
必
要
が

あ
り
、
人
材
の
確
保
に
加
え
、
人

件
費
や
投
票
箱
の
準
備
な
ど
の
費

用
も
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
事
務

的
な
負
担
も
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
実
施
は
容
易
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
投
票
所
を

増
や
し
て
も
必
ず
し
も
全
体
の
投

票
率
向
上
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら

な
い
と
の
見
解
も
あ
る
た
め
、
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

Q 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

丁
寧
な
回
答
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
投
票
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
行

政
側
の
努
力
と
し
て
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
制
度
の

見
直
し
が
あ
っ
た
際
に
は
柔
軟
に

対
応
し
、
投
票
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

Q2 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

仲
田
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
正

面
玄
関
に
つ
い
て
、
現
在
は
貨
物

や
資
材
が
常
時
置
か
れ
て
お
り
、

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
す
。

島
の
玄
関
口
と
し
て
来
訪
者
に
与

え
る
印
象
に
も
影
響
す
る
た
め
、

早
急
な
改
善
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A 
奥
間 
守 
村
長

　
　

 

仲
田
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
フ
ェ
リ
ー
関
連

資
材
や
台
風
対
策
用
品
の
保
管
、

一
時
的
な
貨
物
置
き
場
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設

は
島
の
玄
関
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
よ
う
、
整
理
整
頓
を

進
め
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

視
察
し
た
際
、
整
理
整
頓

は
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
港
の
玄

関
口
は
本
来
物
を
置
く
場
所
で
は

な
く
、
整
理
整
頓
の
問
題
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
物
が

置
か
れ
て
い
る
状
態
自
体
が
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
当
該

場
所
は
本
来
物
を
置
く
べ
き
場
所

で
は
な
く
、
不
適
切
で
あ
っ
た
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
保

管
場
所
を
検
討
し
、
適
切
に
移
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Q 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

台
風
対
策
資
材
を
常
時
置

い
て
お
く
必
要
性
に
も
疑
問
が
あ

り
ま
す
。
予
算
も
か
か
ら
な
い
対

応
で
あ
り
、
速
や
か
な
改
善
が
可

能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A 

末
吉 

長
吉 

商
工
観
光
課
長

　
　

 

現
在
置
か
れ
て
い
る
資
材

は
主
に
当
課
で
使
用
す
る
も
の
で

す
が
、
今
後
は
当
該
場
所
に
物
を

置
か
な
い
よ
う
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Q 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
改

善
さ
れ
ま
す
か
。

A 

末
吉 

長
吉 

商
工
観
光
課
長

　
　

 

大
型
資
材
の
移
設
場
所
を

検
討
中
で
あ
り
、
時
期
の
明
言
は

控
え
た
い
も
の
の
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Q 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

り
、「
な
る
べ
く
早
く
」で
は
不
十

分
で
す
。
村
長
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

関
係
課
と
調
整
の
う
え
、

２
～
３
日
以
内
を
目
途
に
移
設
を

進
め
、
き
れ
い
な
玄
関
口
環
境
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

Q 

東
江 

源
也 

議
員

　
　

 

日
中
は
物
が
置
か
れ
て
い

な
い
状
態
を
維
持
し
て
ほ
し
い
で

す
。
多
く
の
人
が
利
用
す
る
場
所

で
あ
る
た
め
、
港
の
玄
関
口
と
し

て
、
い
つ
で
も
清
潔
で
快
適
に
利

用
者
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後

も
配
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
し
今
回
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

東
あがり

江
え

　源
も と な り

也 議員

仲田港ターミナル
現場視察の様子

Q1 �期日前投票の各字公民館活用
の提案

Q2 �仲田港ターミナルの景観改善に
ついて
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Q
u
estio

n
&
A
n
sw
er

一般質問ダイジェスト

東
あがり

江
え

　清
き よ か ず

和 議員

Q 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

ハ
ブ
の
侵
入
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
伊
是
名
村
は

ハ
ブ
の
い
な
い
島
と
し
て
知
ら

れ
、
住
民
も
安
心
し
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
粟
国

島
に
お
い
て
２
０
１
７
年
に
初
め

て
ハ
ブ
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
多

数
が
捕
獲
さ
れ
る
な
ど
、
す
で
に

定
着
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
為
的
に
港
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も

同
様
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
物
資

搬
入
や
業
者
の
出
入
り
な
ど
を
踏

ま
え
、
運
天
港
等
で
水
際
対
策
と

し
て
チ
ラ
シ
や
看
板
の
設
置
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

県
内
に
お
け
る
咬
症
被
害

は
、
本
土
復
帰
前
に
は
４
０
０
件

を
超
え
、
死
亡
例
も
数
件
発
生
し

て
お
り
、
当
時
の
県
民
生
活
、
特

に
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
近
年
は
環
境
整
備
の
進
展

に
よ
り
被
害
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
粟
国
村
の

事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、侵
入
・

定
着
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
猛
毒
を
持
つ
ハ
ブ
の
侵
入
は

村
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
水
際
対
策
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
村

民
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮

し
つ
つ
、
チ
ラ
シ
の
作
成
や
看
板

設
置
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

伊
是
名
村
で
は
ま
だ
発
見

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
調
査
を
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
も
一
つ
の
対
策
だ
と
思
い
ま

す
。

　

年
間
を
通
し
て
草
花
や
堆
肥
、

ア
サ
ギ
等
を
造
る
た
め
の
資
材
の

搬
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
で

侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。港
水
際
対
策
と
い
い
ま
す
が
、

関
係
事
業
者
や
県
の
研
究
機
関
も

含
め
た
対
策
会
議
の
設
置
や
、
港

で
の
注
意
喚
起
の
徹
底
な
ど
、
事

前
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
事
前
に
ト

ラ
ッ
プ
、
捕
獲
器
の
設
置
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
は
可
能

で
は
な
い
か
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

島
外
か
ら
の
搬
入
物
資
に

紛
れ
込
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

港
で
の
荷
受
け
を
担
う
関
係
事
業

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
実
効

性
の
あ
る
対
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
草
花
や
資
材
の
搬
入
に
つ
い

て
も
協
力
体
制
の
構
築
が
重
要
で

す
。ト
ラ
ッ
プ
調
査
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
手
法
や
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
県
と
も

連
携
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

県
の
衛
生
研
究
所
が
窓
口

に
な
る
の
か
相
談
さ
れ
た
の
か
。

A 

末
吉 

長
吉 

商
工
観
光
課
長

　
　

 

県
衛
生
研
究
所
へ
電
話
で

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
粟
国
村
へ

の
侵
入
経
路
に
つ
い
て
は
、
推
測

の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の

資
材
等
に
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
初
め
て
確

認
さ
れ
た
の
は
２
０
１
７
年
９
月

で
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
侵
入
し

て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
実

際
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
最
も
効
果
的
な
対
策
と
し
て

は
、
フ
ェ
リ
ー
積
み
込
み
時
の

目
視
確
認
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
人
件
費

負
担
が
大
き
く
、
実
施
は
体
制
次

第
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
捕
獲
器
は

１
基
約
１
万
３
，８
６
０
円
で
購

入
可
能
で
す
。

A 

濱
里 

篤 

建
設
環
境
課
長 

　
　

 

県
の
環
境
部
か
ら
は
注
意

喚
起
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
チ
ラ
シ
に
表
記
さ
れ
て
い

る
村
内
に
生
息
す
る
ヒ
メ
ハ
ブ
の

咬
傷
事
例
は
な
く
、
比
較
的
お
と

な
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ト

ラ
ッ
プ
設
置
に
つ
い
て
は
、
県
と

調
整
し
な
が
ら
調
査
し
て
い
き
ま

す
。Q 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

一
度
侵
入
す
る
と
住
民
生

活
や
島
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
事
前
対

策
が
極
め
て
重
要
で
す
。
捕
獲
器

の
設
置
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に

つ
い
て
も
、
予
算
化
を
含
め
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A 

濱
里 

篤 

建
設
環
境
課
長 

　
　

 

捕
獲
器
の
設
置
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
予
算
計
上
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
県
と
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
有
効
な
対
策

を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
予
算

化
も
含
め
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Q �ハブ（毒蛇）侵入防止対策
	 具体的な水際対策
	 （チラシの作成・看板の設置）
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Q1 

伊
礼 

正
徳 

議
員

　
　

 

離
島
過
疎
地
域
に
お
い
て

は
今
後
人
口
減
少
や
、
社
会
保
障

関
係
経
費
等
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策

の
強
化
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
社
会

変
化
の
変
化
や
対
応
す
べ
き
行
政

課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
を
見
据

え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
中
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
よ
り
適
正
な
財
政
運
営
が
図

ら
れ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い

ま
す
。

A 

奥
間 
守 
村
長

　
　

 

中
長
期
財
政
計
画
は
国
や

自
治
体
の
将
来
の
財
政
を
見
通
す

た
め
三
年
か
ら
十
年
間
程
度
の
期

間
で
策
定
さ
れ
ま
す
。
将
来
的
な

財
政
負
担
を
防
ぐ
た
め
、
及
び
財

政
収
支
を
見
通
す
こ
と
で
健
全
な

財
政
運
営
の
確
保
が
図
ら
れ
予
算

編
成
の
指
針
と
し
て
も
活
用
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
村
に

お
い
て
は
策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

持
続
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
た
め
に
は
必
要
な
計
画
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
毎
年
予
算
編
成
を

す
る
に
あ
た
り
、
歳
入
見
込
み
額

よ
り
三
億
円
程
度
の
不
足
を
強
い

ら
れ
、
新
規
事
業
や
事
業
計
画
の

見
直
し
、
そ
し
て
予
算
確
保
の
た

め
、
基
金
の
取
り
崩
し
等
を
行
っ

て
対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。

よ
っ
て
、
将
来
の
財
政
課
題
を
明

確
化
し
、
具
体
的
な
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
反
映
し
た
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

健
全
性
の
高
い
財
政
運
営
を
目
指

し
た
計
画
の
策
定
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

伊
礼 

正
徳 

議
員

　
　

 

県
内
市
町
村
策
定
済
み
29

団
体
、
未
策
定
12
団
体
で
伊
是
名

村
は
未
策
定
で
あ
る
。
我
が
村
の

財
政
は
決
し
て
豊
か
で
は
な
い
、

財
政
の
運
営
は
専
門
的
な
立
場
か

ら
監
査
の
意
見
書
に
毎
年
、
現
れ

て
い
ま
す
。
実
質
収
支
比
率
は
改

善
し
て
い
る
も
の
の
、
公
債
費
負

担
率
は
警
戒
ラ
イ
ン
が
ギ
リ
ギ
リ

で
あ
る
。
県
は
策
定
予
定
の
市
町

村
に
対
し
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
試
算
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

是
非
参
考
に
し
て
策
定
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

Q2 

伊
礼 

正
徳 
議
員

　
　

 

奥
間
村
政
も
残
す
と
こ
ろ

半
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
期
村

長
選
挙
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
掲
げ
た
公
約
の
成
果
や
行
政
運

営
の
総
括
を
伺
い
ま
す
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

村
政
運
営
の
基
本
方
針
と

し
て
公
約
に
掲
げ
た
12
項
目
を
基

本
政
策
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
村
政

運
営
を
精
神
誠
意
、
全
身
全
霊
で

全
う
す
る
覚
悟
で
基
本
政
策
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
一
期
４
年
で

掲
げ
た
基
本
政
策
の
す
べ
て
が
実

現
、
芽
だ
し
が
で
き
た
わ
け
で
は

な
く
、
移
住
定
住
の
取
り
組
み
、

人
材
育
成
と
学
力
向
上
の
支
援
、

子
育
て
の
支
援
、
村
民
の
健
康
と

福
祉
の
充
実
、生
活
環
境
の
推
進
、

農
畜
産
業
、
漁
業
、
商
工
観
光
業

の
振
興
、
伝
統
文
化
行
事
の
取
り

組
み
の
支
援
、
若
者
婚
活
事
業
の

取
り
組
み
の
支
援
の
う
ち
、
新
た

に
導
入
し
た
事
業
、
新
規
に
掲
げ

た
項
目
な
ど
し
て
産
業
の
振
興
、

教
育
文
化
の
充
実
及
び
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
で
き
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
、
ハ
マ
グ
ラ
海
岸
の

養
浜
等
整
備
、
運
天
港
か
ら
名
護

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運

航
、
３
項
目
に
つ
い
て
は
目
途
が

つ
い
て
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
村
の
課
題
の
一
つ
に

少
子
高
齢
化
及
び
人
口
減
少
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
雇
用
の
場
に
お
け

る
人
で
不
足
は
各
産
業
の
振
興
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
人

口
の
増
加
の
取
り
組
み
を
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

Q 

伊
礼 

正
徳 

議
員

　
　

 

⑵
令
和
８
年
９
月
の
任
期

満
了
に
伴
う
村
長
選
挙
に
向
け
て

村
長
の
進
退
を
伺
い
ま
す
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

私
は
村
長
就
任
に
あ
た
り

二
期
を
目
途
に
公
約
に
掲
げ
た
基

本
政
策
の
実
現
、
も
し
く
は
芽
出

し
を
す
る
こ
と
の
強
い
覚
悟
を

持
っ
て
臨
み
ま
し
た
が
、
現
在
の

健
康
上
の
理
由
に
よ
り
一
期
限
り

で
退
任
す
る
こ
と
を
決
意
い
た
し

ま
し
た
。
村
民
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
熟
知
た
る
思
い

で
す
が
健
康
状
態
を
考
慮
し
て
の

決
断
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
理
解

お
願
い
し
ま
す
。

Q 

伊
礼 

正
徳 

議
員

　
　

 

体
調
の
関
係
で
熟
慮
の
末

の
決
断
と
思
い
ま
す
。
残
さ
れ
た

期
間
、
こ
れ
ま
で
同
様
議
会
も
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
や
追
求
も
続
き
ま

す
が
、
ど
う
か
体
調
に
留
意
さ

れ
、
未
解
決
の
公
約
等
々
課
題
解

決
に
向
け
て
奮
闘
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

伊
い

礼
れ い

　正
しょう

徳
と く

 議員

Q1 中長期財政計画の策定について
Q2 次期村長選挙について
	 ⑴ �掲げた公約の成果や村政運営の総括と課題に

ついて
	 ⑵ �令和 8 年 9 月任期満了に伴う村長選挙に向

けて村長の進退を伺う
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Q
u
estio

n
&
A
n
sw
er

一般質問ダイジェスト

Q 

前
川 

秀
和 

議
員

　
　 

伊
是
名
村
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
外
観
修
繕
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
南
側
お
よ
び
西
側
に
か
け

て
の
ひ
さ
し
部
分
で
は
、
経
年
劣

化
に
よ
り
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
が

大
き
く
剥
が
れ
て
お
り
、
非
常
に

危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
該
施
設
は
イ
ベ
ン
ト
等
で
多
く

の
来
場
者
が
利
用
す
る
場
所
で
も

あ
り
、
村
民
や
来
訪
者
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
も
早
急
な
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

A 

奥
間 

守 
村
長

　
　

 

伊
是
名
村
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
15

年
度
に
竣
工
し
、
築
23
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。ご
指
摘
の
と
お
り
、

屋
根
及
び
ひ
さ
し
を
覆
う
ガ
ル
バ

リ
ウ
ム
鋼
板
の
腐
食
が
著
し
い
こ

と
か
ら
撤
去
を
含
め
た
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
防
災
機
能
強
化
調
査
委
託
業

務
を
発
注
し
、
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
も
安
心
安
全
に
運
用

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
な
る

非
常
用
発
電
装
置
の
再
整
備
に
加

え
、
今
回
、
ご
指
摘
の
ガ
ル
バ
リ

ウ
ム
鋼
板
の
撤
去
及
び
防
水
塗
装

等
に
要
す
る
概
算
事
業
費
の
算
定

を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Q 

前
川 

秀
和 

議
員

　
　 

防
災
機
能
強
化
調
査
委
託

業
務
に
つ
い
て
、
す
で
に
発
注
済

み
と
の
こ
と
で
す
が
、
発
注
先
の

選
定
状
況
お
よ
び
業
務
の
完
了
時

期
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

本
年
度
に
お
い
て
既
に
当

該
委
託
業
務
は
発
注
し
て
お
り
、

業
務
の
完
了
は
今
月
末
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

Q 
前
川 
秀
和 
議
員

　
　 

今
回
の
よ
う
な
劣
化
の
状

況
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
担
当
部

署
や
施
設
管
理
者
は
把
握
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
対
応

が
こ
の
時
期
に
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A 

奥
間 

守 

村
長

　
　

 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
が
剥
が
れ
落
ち
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
対
応
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
は
結
果
と
し
て
遅

れ
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
同
様
の
事
案
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
早
期
の
対
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
検
討
し
ま
し
て
、
一
日
で
も
早

く
修
繕
事
業
の
実
施
に
向
け
て
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q 

前
川 

秀
和 

議
員

　
　 

前
向
き
な
答
弁
で
し
た
の

で
、
こ
れ
以
上
の
質
問
は
控
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
当
該
施
設
は
多
く
の
利
用
者

が
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、
村
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、

早
急
に
修
繕
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
財
源
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討

し
、
早
め
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う

求
め
て
終
わ
り
ま
す
。

前
ま え

川
か わ

　秀
ひ で

和
か ず

 議員

腐食箇所確認の様子

軒下腐食箇所

４
木
16

北部振興会、北部市町村会、名護東道路整備促進期成会主催による北部地域の道路
網の整備促進や離島架橋の早期実現に向けた決起大会が、令和 8年 4月 16 日（木）
午前 11時から名護市民会館中ホールにおいて、338 人の参加のもと盛大に開催され
本村からは村長はじめ関係者及び全議員で参加しました。
大会では道路整備促進などに関する決議、名護東道路延伸の早期事業化などを求める特別要請及び伊平屋・伊

是名間の離島架橋整備の早期実現に向けての特別要請が採択されました。それを受け今後要請活動を展開してい
くことになります。最後には、決意を新たに参加者全員でがんばろう三唱で締めくくりました。

北部地域の道路網の整備促進並びに
離島架橋早期実現に向けた決起大会 ～やんばるはてぃーち～

Q 伊是名村産業支援センター
	 外観修繕について
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キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立小禄高等
学校と沖縄県立那覇商業高等学校に通うお二人です。

那
覇
商
業
高
等
学
校（
3
年
生
）

上う
え
ざ
と里

　
凛り

ん

來く

さ
ん

（
諸
見
）

小
禄
高
等
学
校（
3
年
生
）

喜き

な納
　
伶れ

お音
さ
ん

（
諸
見
）

　

喜
納
伶
音
さ
ん
は
、
先

輩
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
様

子
や
そ
こ
か
ら
感
じ
た
校

風
、
交
通
の
便
の
良
さ
に

惹
か
れ
て
小
禄
高
校
を
選

び
ま
し
た
。
入
学
当
初
は

親
元
を
離
れ
た
寮
生
活
で

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
友
人
に
恵

ま
れ
、
１
学
期
の
う
ち
に

は
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
洗
濯

や
体
調
不
良
時
の
通
院
な

ど
、
寮
生
活
を
通
し
、
家

族
の
あ
り
が
た
み
を
実
感

し
た
と
い
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、

友
人
と
の
時
間
も
大
切
に

し
、
学
業
と
の
両
立
に
励

ん
で
い
ま
す
。
新
歓
や

　

上
里
凜
來
さ
ん
は
調
理

科
を
志
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
数
学
の
成
績
が
大
き

く
伸
び
た
こ
と
で
周
り
か

ら
商
業
高
校
を
勧
め
ら
れ

調
べ
る
う
ち
に
興
味
を
持

ち
、
部
活
動
な
ど
の
実
績

に
魅
力
を
感
じ
て
那
覇
商

業
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

最
初
は
寮
生
活
で
し
た
が

最
近
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
、
最
初
は
孤
独
や
大

変
さ
を
感
じ
親
の
偉
大
さ

を
実
感
し
ま
し
た
が
、
１

か
月
ほ
ど
で
慣
れ
、
料
理

が
好
き
だ
っ
た
た
め
自
炊

で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
学
当
初
は
内
向
的
で

友
達
が
で
き
る
か
不
安
で

し
た
が
、
席
の
近
い
子
が

話
し
か
け
て
く
れ
て
仲
良

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
文

化
祭
で
は
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
日
々
を
楽
し
く
過
ご

し
て
い
る
様
子
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ま
ち
な
か

留
学
、ネ
パ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の

参
加
な
ど
、
校
外
の
活
動

に
も
意
欲
的
で
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
課
題
の
解
決
や
異
文
化

交
流
の
楽
し
さ
を
学
び
、

自
ら
の
視
野
を
広
げ
て

い
ま
す
。
将
来
は
、
国
際

系
の
分
野
に
興
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
東
京
の
大
学

へ
の
進
学
を
志
し
て
い
ま

す
。

　

島
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
後
輩
た
ち
へ
向
け
て

は
「
自
立
の
た
め
に
今
か

ら
家
事
の
手
伝
い
を
し
た

り
、
島
な
ら
で
は
の
自
然

や
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と

語
り
、
最
後
に
「
も
っ

と
広
い
世
界
が
待
っ
て

る
よ
！
」
と
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

く
な
り
、
学
校
生
活
が
一

気
に
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
、
陸
上
部

に
所
属
し
、
現
在
は
部
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
人
と

積
極
的
に
関
わ
る
力
が
大

き
く
成
長
し
た
と
感
じ
て

い
る
そ
う
で
す
。
文
化
祭

で
は
模
擬
店
を
担
当
し
、

キ
ラ
キ
ラ
ド
リ
ン
ク
と
揚

げ
パ
ン
を
販
売
し
た
と
こ

ろ
全
て
完
売
し
、
と
て
も

楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
の
夢
で
あ
る
シ
ェ
フ

を
目
指
す
た
め
、
沖
縄
調

理
師
専
門
学
校
へ
の
進
学

を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

島
の
人
た
ち
に
は
感
謝

の
気
持
ち
を
感
じ
て
お
り

島
を
離
れ
た
こ
と
で
親
の

大
切
さ
も
強
く
感
じ
ま
し

た
。
後
輩
た
ち
に
は
勉
強

を
し
っ
か
り
頑
張
る
こ
と
、

親
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
た
い
。
離
れ
て
か

ら
気
づ
く
の
で
は
な
く
、

今
の
う
ち
に
感
謝
を
伝
え

て
ほ
し
い
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

ザ・学生Ⅱ
vol.42

　ミーバイ、アカジン、グルクン、
シガイ、セイター（小エビ）、マンナー

（サザエ）、どれも島の近海で採れる
イマイユー等の海産物である。しか
し、島内ではそのようなイマイユー

等の海産物料理が気軽に食べられるお店が少ないのが現状であ
る。島に入村する観光客や村内外の人達からもその要望は多い。
イカ汁、モズク丼、刺身、マース煮どれも逸品で島人もジョー
グー（大好物）と思う。一日も早いイマイユー料理の店（救世
主）のオープンに期待したい。� 広報常任委員長　上原 長良

編集後記

異動のあいさつ

仲田　広美 潮平　りか

　2年間、議
会の業務に
携わり大変
勉強になり
ました。更
なるスキル
アップを目
指します。

　新しく学
ぶことだら
けの毎日で
すが業務を
通じて知見
を広げ、貢献
できるよう
努めます。

伊是名村議会だより 10


